




5 才児健診の必要性 

少子化、核家族化、女性の社会進出の増加など社会環境の変化に対応するために、「新しい

時代の母子保健を考える研究会報告」の中で、その基本的な考え方の第一に「こころ」の

健康を重視する母子保健が述べられている。 

従って、今後はこころの問題を指向した幼児健診が必要と考えられ、そのためにはすでに

川井尚先生らが「幼児期後半の健診の意義に関する心理学的研究」で詳細に述べられたよ

うに、5 才児においてこころの問題についても関連性を持った、公費負担による健康診査

が今後わが国で行えるよう希望する。また、この健診は就学時健診の資料としても有用と

考える。 


